
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二重化された装置基準タイミング生成ブロックと、
　これら装置基準タイミング生成ブロックの運用系から基準クロックを受ける機能ブロッ
ク基準タイミング生成ブロックとを具備するシステムにおいて、
　前記各装置基準タイミング生成ブロックのそれぞれが運用系となった時に、他方の予備
系に対して位相修正を行なう際に、位相修正周期と位相保持周期を交互に発生する位相修
正手段を具備し、
　該位相修正手段が予備系の基準タイミングを期待する位相へ近づけるように動作するこ
とを特徴とする二重化クロックの同期制御システム。
【請求項２】
　二重化された装置基準タイミング生成ブロックの同期制御において、同期が外れた場合
、運用系が予備系に対して位相修正を行なう際に、前記位相修正手段は、徐々に予備系の
基準タイミングを期待する位相へ近づけていくことを特徴とする請求項１記載の二重化ク
ロックの同期制御システム。
【請求項３】
　二重化された装置基準タイミング生成ブロックの運用系／予備系の切り替えにおいて、
基準タイミング信号の分配先に分配信号の監視手段を設け、この監視手段にて異常検出部
はアラームを系選択制御部に通知し、運用系を自動的に切り替えることを特徴とする請求
項１記載の二重化クロックの同期制御システム。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は二重化クロックの同期制御システムに関し、更に詳しくはクロック源間の同期制
御及びこのクロックを使用する機能ブロックのクロック同期制御に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　図 は従来システムの構成例を示すブロック図である。このシステムは、装置基準タイ
ミング生成ブロックを１００ａと１００ｂに二重化し、このブロックが出力する基準タイ
ミングの同期を図ると共に、このタイミングを使用する機能ブロック２００間の同期化を
図るものである。２００は機能ブロック基準タイミング生成ブロックであり、複数設けら
れている。
【０００３】
二重化された装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂ間の同期制御は、運用
系が予備系の同期制御基準カウンタ１０３のロード位相調整により基準タイミングの位相
調整を行なって、基準タイミングの同期を図っている。
【０００４】
運用系／予備系の設定は、それぞれの系選択制御部１０１にて一方が運用系、他方が予備
系となるように系選択を行なっている。系選択要因としては、例えば自系の異常監視部１
１０での異常検出、他系の系選択制御部１０１から与えられる接続情報、異常検出信号及
び装置制御ブロック３００から出力される系切り替え指示信号等がある。
【０００５】
同期制御基準カウンタ１０３は、装置基準タイミング生成ブロック１００ａ又は１００ｂ
内の基準となるタイミング信号を生成する。この同期制御基準カウンタ１０３のロード信
号は、２－１セレクタ１０２により運用系設定時は同期制御基準カウンタ１０３が出力し
たタイミング信号、予備系設定時は運用系の同期信号生成部１０６が出力する装置基準タ
イミング生成ブロック同期信号を選択する。
【０００６】
装置基準タイミング生成部１０７及び並走クロック生成部１０８は、同期制御基準カウン
タ１０３が出力するタイミング信号を基に機能ブロック基準タイミングブロック２００に
供給する装置基準タイミングクロックと並走クロックを生成する。
【０００７】
同期信号入力位相監視部１０４は、運用系設定時に他系である予備系の装置基準タイミン
グ生成ブロックの同期信号生成部１０６より受け取る同期信号と、自系の同期制御基準カ
ウンタ１０３が出力した同期信号を比較し、運用系と予備系の基準タイミングの位相差を
算出し、位相調整部１０５へ送る。
【０００８】
位相調整部１０５は、同期信号入力位相監視部１０４が検出した位相差量と同期制御基準
カウンタ１０３が出力した基準信号を基に、同期信号生成部１０６が持つカウンタのロー
ドタイミングを決定し、通知する。同期信号生成部１０６は、運用系設定時は位相調整部
１０５が出力するロード信号を選択し、予備系設定時は同期制御基準カウンタ１０３が出
力した基準信号をロード信号として選択し、予備系へ渡す同期信号の生成を行なう。ＰＬ
Ｏ（位相同期発振器）１０９は、自系ブロック内にて使用するクロックを生成する。異常
監視部１１０は、ブロック内の異常検出結果を装置制御ブロック３００へ通知する。
【０００９】
装置内基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂと、機能ブロック基準タイミング
生成ブロック２００間の同期は、装置内基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂ
が出力した装置基準タイミングクロック及び並走クロックを使用し、機能ブロック基準タ
イミング生成ブロック２００にて基準となる同期クロックを生成し、同期を図っている。
系選択制御部２０１は、装置制御ブロック３００より入力される切り替え指示に従い運用
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系／予備系切り替えを行なう。
【００１０】
セレクタ２０２、２０３は、系選択制御部２０１より入力される切り替え指示に従い、運
用系の０／１系切り替えを行なう。ＰＬＯ２０４は、装置基準タイミング生成ブロック１
００ａ、１００ｂより入力される運用系の並走クロックを使用して同期クロックを再生す
る。例えば、５ＭＨｚを１８４ＭＨｚに変換する。
【００１１】
同期クロック生成基準カウンタ２０５は、ＰＬＯ２０４にて再生された同期クロックと、
装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂより入力される運用系の装置基準タ
イミングにてカウンタ２０５へロードを行ない、同期クロック生成基準信号を生成する。
【００１２】
クロック生成部２０６は、同期クロック生成基準カウンタ２０５が出力するタイミング信
号とＰＬＯ２０４が出力するクロックを基に論理ブロック４００にて必要なタイミング信
号及びクロックを生成する。装置制御ブロック３００は、装置内で検出された異常や、外
部から入力される切り替え指示により、装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１０
０ｂ及び機能ブロック基準タイミング生成部２００の系選択制御を行なう。
【００１３】
　図 は装置基準タイミング生成ブロック間（１００ａと１００ｂ間）同期を示すタイム
チャートである。（ａ）は同期制御基準カウンタ１０３が出力する基準信号で、この信号
を基に同期信号入力位相監視部１０４にて（ｂ）の位相監視ウィンドウを生成する。この
例では、ウィンドウは１～７の７個のクロックから構成されている。以下、位相監視ウィ
ンドウを±３クロックとした場合について説明する。
【００１４】
運用系設定の場合、予備系の同期信号生成部１０６より入力される同期信号が（ｂ）の位
相監視ウィンドウの中心である“４”の位相に入力されるように位相調整部１０５が同期
信号生成部１０６の調整を行なう。
【００１５】
　図 は従来の装置基準タイミング生成ブロック１００ａと１００ｂ間の同期制御を示す
タイムチャートである。（ａ）と（ｂ）は図 と同じであり、（ａ）は同期制御基準カウ
ンタ１０３が出力する基準信号、（ｂ）は同期信号入力位相監視部１０４にて作成される
ウィンドウである。（ｃ）は運用系同期信号生成部１０６が予備系へ出力する同期信号で
、（ｄ）は予備系の同期信号生成部０６から運用系へ入力される同期信号である。運用系
が出力した同期信号が、次の周期の２クロック早い位相に入力される場合を示す。
【００１６】
位相（Ａ）は立ち上げ時の動作で、運用系は基準位相“４”、予備系は同期制御基準カウ
ンタ１０３へロード信号未入力のため信号未出力である。位相（Ｂ）では、前位相時に予
備系からの信号が未入力であったために、再度運用系は基準位相“４”を出力し、予備系
からは前位相にして運用系が出力した基準位相より２クロック早い位相“２”を受信する
。
【００１７】
位相（Ｃ）では、前位相にて運用系が位相“２”を受けたため、運用系は２クロック位相
調整を行なった位相“６”を出力する。予備系からは、前位相にて運用系が出力した基準
位相より２クロック早い位相“２”を受信する。
【００１８】
位相（Ｄ）では、前位相にて運用系が位相“２”を受けたため、運用系は２クロック位相
調整を行なった位相“６”を出力する。予備系からは、前位相にて運用系が出力した基準
位相よりも２クロック早い位相“４”を受信する。位相（Ｅ）では、前位相にて運用系が
位相“４”を受けたため同期が確立し、前位相と同位相“６”を出力する。以降、同期状
態となる。
【００１９】
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　図 は従来の装置基準タイミング生成ブロック間の他の動作を示すタイムチャートで
ある。図 と同様に運用系が出力した同期信号が次の同期の２クロック早い位相に入力さ
れる場合であるが、この例は、同期状態時に予備系からの入力が位相（Ｂ）時に、クロッ
クジッタ等により一度のみ１クロック遅く（通常より１クロック遅れて）入力された場合
の動作を示している。位相（Ａ）は正常であった為、位相（Ｂ）で運用系は位相“６”を
出力し、次の位相（Ｃ）では位相“４”が入力される為、誤った出力位相“３”が保持さ
れる。以降、これをきっかけに同期制御を行っても位相が同期状態に収束せずに、つまり
、信号（ｄ）が“４”に固定されず同期ウィンドウ内で位相が発振して（同期はずれ）し
まっている。
【００２０】
【発明が解決しようとする課題】
　前述した図 に示す従来の伝送及び交換機の二重化クロック同期制御法式では、系切り
替え指示を装置制御ブロック３００で実施している。このブロックが、装置全体の監視を
行なうため、各ブロックを順に監視を行なった後に制御を実施するため、切り替え制御の
実施に時間を有する。
【００２１】
　また、図 に示す従来の伝送及び交換機の二重化クロック同期制御法式では、機能ブロ
ック基準タイミング生成ブロック２００の運用系切り替えを、装置制御ブロック３００の
切り替え指示に従い実施する。装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂが出
力するタイミング信号の異常検出は、タイミング生成ブロック以外で実施しているため、
検出及び異常の通知に時間がかかり、異常からの復旧に時間を要してしまう。また、運用
系の０／１系切り替えは、機能ブロック基準タイミング生成ブロック２００に同期監視機
能を持たないため、無瞬断切り替えが可能か否かの判断機能を持たなかった。
【００２２】
本発明はこのような課題に鑑みてなされたものであって、装置の保守が容易で、かつクロ
ック異常時に自動切り替えを可能とすると共に、あらゆる周波数に対して対応することが
できる二重化クロックの同期制御システムを提供することを目的としている。
【００２３】
【課題を解決するための手段】
　（１）図１は本発明の原理ブロック図である。図 と同一のものは、同一の符号を付し
て示す。図において、１００ａと１００ｂは二重化された装置基準タイミング生成ブロッ
ク、２００はこれら装置基準タイミング生成ブロック１００ａ又は１００ｂの運用系から
基準クロックを受ける機能ブロック基準タイミング生成ブロックである。４００は前記各
装置基準タイミング生成ブロック１００ａ又は１０ｂの何れかが運用系となった時に、他
方の予備系に対して位相修正を行なう際に、位相修正周期と位相保持周期を交互に発生す
る位相修正手段である。
【００２４】
この発明の構成によれば、装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂの運用系
の同期制御基準カウンタが出力する基準信号と、予備系の同期信号生成部が出力する同期
信号の位相差を同期信号入力位相監視部にて検出し、位相調整部へ通知する。位相調整部
は、現在実施している位相調整に対し、同期生成部にて検出された位相差分の調整を行な
う。但し、位相調整の修正を行なう周期は毎周期とせず１周期以上毎に行なうことで、同
期状態へ収束させることが可能となる。
【００２５】
この発明の構成によれば、位相修正手段が位相修正周期と位相保持周期を交互に繰り返す
ことにより、該位相修正手段が予備系の基準タイミングを期待する位相へ近づけるように
動作することができる。
【００２６】
（２）この場合において、二重化された装置基準タイミング生成ブロックの同期制御にお
いて、同期が外れた場合、運用系が予備系に対して位相修正を行なう際に、前記位相修正
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手段は、徐々に予備系の基準タイミングを期待する位相へ近づけていくことを特徴として
いる。
【００２７】
この発明の構成によれば、位相差の監視方法をプラスかマイナスかの判断のみとし、±１
クロックずつ同期確立まで１周期以上毎に調整を行なうことで、同期状態へ収束させると
共に、制御の単純化が図れるため、回路規模の削減が可能となる。
【００２８】
（３）また、二重化された装置基準タイミング生成ブロックの運用系／予備系の切り替え
において、基準タイミング信号の分配先に分配信号の監視手段を設け、この監視手段にて
異常検出部はアラームを系選択制御部に通知し、運用系を自動的に切り替えることを特徴
としている。
【００２９】
この発明の構成によれば、機能ブロック基準タイミング生成ブロック２００に０／１系別
に装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂが出力する信号の監視部を設け、
直接装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂの系選択制御部にアラームを通
知することで、異常発生時の切り替え制御の高速化を図ることができる。
【００４０】
【発明の実施の形態】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態例を詳細に説明する。
　図２は本発明の一実施の形態例を示す構成ブロック図である。図 と同一のものは、同
一の符号を付して示す。図において、２０７ａは装置基準タイミング生成ブロック１００
ａの装置基準タイミング生成部１０７と並走クロック生成部１０８の出力を受けて異常を
監視する０系異常監視部、２０７ｂは装置基準タイミング生成ブロック１００ｂの装置基
準タイミング生成部１０７と並走クロック生成部１０８の出力を受けて異常を監視する１
系異常監視部である。２０１は、装置基準タイミング生成ブロック１００ａと１００ｂの
異常監視部１１０からの信号と装置制御ブロック３００の出力を受けて系選択制御を行な
う系選択制御部である。その他の構成は、図 と同じである。このように構成されたシス
テムの動作を説明すれば、以下の通りである。
【００４１】
図３は本発明の一実施の形態例の第１の動作を示すタイムチャートである。（ａ）は同期
制御基準カウンタ１０３が出力する基準信号で、この信号を基に同期信号入力位相監視部
１０４にて（ｂ）の位相監視ウィンドウを生成する。（ｃ）は運用系同期信号生成部１０
６が予備系へ出力する同期信号で、（ｄ）は予備系から運用系へ入力される同期信号であ
る。
【００４２】
運用設定された装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂの同期信号入力位相
監視部１０４は、同期制御基準カウンタ１０３が出力する信号（ａ）より同期監視ウィン
ドウ（ｂ）を生成する。この信号と他系の同期信号生成部１０６より入力される同期信号
（ｄ）の位相差を位相調整部１０５へ通知する。この信号を基に、位相調整部１０５は、
同期信号生成部１０６の位相調整を行なう。
【００４３】
位相調整は２周期に１回とし、位相調整を行なう場合は同期ウィンドウの中心“４”と、
入力同期信号（ｄ）の位相差を現在の位相調整部１０５が行なっている位相調整量に対し
±Ｎクロックの調整を行なう。位相調整を行なった次の周期は前位相と同位相調整のまま
とする。つまり、前の状態を保持する。なお、装置立ち上げ時及び他系より入力される同
期信号（ｄ）が監視ウィンドウから外れていた場合は、ウィンドウの中心位相“４”を同
期信号として次周期に出力する。
【００４４】
図３を用いて同期の様子を説明する。図３は本発明の一実施の形態例の第１の動作を示す
タイムチャートである。このタイムチャートは、運用系が２クロック早く戻る場合の同期
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制御で、位相（Ｂ）に１度だけ通常より１クロック遅れて入力される場合を示す。位相（
Ａ）は、位相保持周期で同期中である。次に、位相（Ｂ）で予備系より同期信号が１周期
遅れて入力されたため、同期外れが発生している。位相“５”に入力されたため、現在の
調整量である＋２（位相“６”）に対して－１クロックの位相（位相“５”）を次の位相
（Ｃ）で出力する。
【００４５】
位相（Ｃ）は、位相保持周期のため、次の周期（Ｄ）も位相“５”を出力する。位相（Ｄ
）は制御周期で位相“３”が予備系から入力されたため、現在の位相調整量である＋２（
位相“５”）に対し＋１（位相“６”）を次の周期に出力する。位相（Ｅ）は保持位相の
ため、次の周期（Ｆ）も“６”を出力する。位相（Ｆ）は制御周期であるが、同期したた
め、出力位相“６”を保持する。以上より、予備系制御を同期へ収束させることが可能と
なる。
【００４６】
図４は本発明の第１の動作における位相調整動作を示すフローチャートである。先ずリセ
ットして初期化する（Ｓ１）。これにより、位相調整のデフォルト値がＮ＝４にセットさ
れる（Ｓ２）。ここで、Ｎは位相調整部１０５が同期信号生成部１０６に渡す調整値であ
る。
【００４７】
次に、位相Ｎで同期信号を出力する（Ｓ３）。この時は、保持位相である。次に、位相Ｎ
で同期信号を出力する（Ｓ４）。この時には、制御位相である。この結果、予備系から同
期信号が返ってくる。予備系より入力された同期信号の位相の比較を行なう（Ｓ５）。
【００４８】
予備系より入力される同期信号の位相が１である時（基準に対し位相差－３）には、Ｎ＝
Ｎ＋３とし（Ｓ６）、入力位相が２である時（位相差－２）にはＮ＝Ｎ＋２とし（Ｓ７）
、入力位相が３である時（位相差－１）にはＮ＝Ｎ＋１とし（Ｓ８）、入力位相が４であ
る時（位相差なし）にはＮ＝Ｎとし（Ｓ９）、入力位相が５である時（位相差＋１）には
Ｎ＝Ｎ－１とし（Ｓ１０）、入力位相が６である時（位相差＋２）にはＮ＝Ｎ－２とし（
Ｓ１１）、入力位相が７である時（位相差＋３）にはＮ＝Ｎ－３とする（Ｓ１２）。入力
位相がそれ以上（±３以上）あり、ウィンドウ外である時には（Ｓ１３）、Ｎ＝４の初期
値に戻す（Ｓ１５）。ステップＳ６～ステップＳ１２までの処理が終了したら、１≦Ｎ≦
７であるかどうかチェックする（Ｓ１４）。そうである時にはステップＳ３に戻って、位
相調整制御を行ない、そうでない時にはステップＳ１５でＮ＝４に初期化する。このよう
な一連の動作により予備系からの同期信号を運用系の同期信号に同期化することができる
。
【００４９】
この実施の形態例によれば、位相修正手段が位相修正周期と位相保持周期を交互に繰り返
すことにより、該位相修正手段が予備系の基準タイミングを期待する位相へ近づけるよう
に動作することができる。
【００５０】
図５は本発明の一実施の形態例の第２の動作を示すタイムチャートである。運用系設定さ
れた装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂの同期信号入力位相監視部１０
４は、同期制御基準カウンタ１０３が出力する信号（ａ）より同期監視ウィンドウ（ｂ）
を生成する。この信号と、他系の同期信号生成部１０６より入力される同期信号（ｄ）の
位相差がプラスかマイナスかを位相調整部１０５に通知する。
【００５１】
この信号を基に位相調整部１０５は、同期信号生成部１０６に±１クロックの位相調整を
行なう。第１の動作の場合は±３クロックである点で第２の動作と異なる。位相調整は２
周期に１回とする。位相調整を行なった次の周期は前位相と同位相調整のままとする。な
お、装置立ち上げ時及び他系より入力される同期信号が監視ウィンドウから外れていた場
合には、ウィンドウの中心位相“４”を同期信号として次の周期に出力する。
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【００５２】
図５は２周期異常が発生した場合の同期へ向かうタイムチャートである。位相（Ａ）は保
持位相のため、位相（Ｂ）は出力位相を保持する。位相（Ｂ）は、予備系より位相“５”
（＋１位相）に入力されているため、次の周期にてマイナス調整を行なう。以降、同期確
立まで位相調整を実施する。最終的には、図５に示すように、予備系からの同期信号（ｄ
）は位相“４”となり、運用系の位相に同期する。
【００５３】
図６は本発明の第２の動作における位相調整動作を示すフローチャートである。先ずリセ
ットして初期化する（Ｓ１）。これにより、位相調整のデフォルト値がＮ＝４にセットさ
れる（Ｓ２）。ここで、Ｎは位相調整部１０５が同期信号生成部１０６に渡す調整値であ
る。
【００５４】
次に、位相Ｎで同期信号を出力する（Ｓ３）。この時は、保持位相である。次に、位相Ｎ
で同期信号を出力する（Ｓ４）。この時には、制御位相である。この結果、予備系から同
期信号が返ってくる。予備系より入力された同期信号の位相の比較を行なう（Ｓ５）。
【００５５】
予備系からの同期信号入力位相が１である時には、Ｎ＝Ｎ＋１とし（Ｓ６）、入力位相が
２である時にはＮ＝Ｎ＋１とし（Ｓ７）、入力位相が３である時にはＮ＝Ｎ＋１とし（Ｓ
８）、入力位相が４である時にはＮ＝Ｎとし（Ｓ９）、入力位相が５である時にはＮ＝Ｎ
－１とし（Ｓ１０）、入力位相が６である時にはＮ＝Ｎ－１とし（Ｓ１１）、入力位相が
７である時にはＮ＝Ｎ－１とする（Ｓ１２）。入力位相がそれ以上あり、ウィンドウ外で
ある時には（Ｓ１３）、Ｎ＝４の初期値に戻す（Ｓ１５）。ステップＳ６～ステップＳ１
２までの処理が終了したら、１≦Ｎ≦７であるかどうかチェックする（Ｓ１４）。そうで
ある時にはステップＳ３に戻って、位相調整制御を行ない、そうでない時にはステップＳ
１５でＮ＝４に初期化する。このような一連の動作により予備系からの同期信号を運用系
の同期信号に同期化することができる。
【００５６】
この実施の形態例によれば、位相差の監視方法をプラスかマイナスかの判断のみとし、±
１クロックずつ同期確立まで１周期以上毎に調整を行なうことで、同期状態へ収束させる
と共に、制御の単純化が図れるため、回路規模の削減が可能となる。
【００５７】
次に、図２を用いて第３の動作について説明する。機能ブロック基準タイミング生成ブロ
ック２００に０／１系別に装置基準タイミング生成部１０７が生成した装置基準タイミン
グクロックと、並走クロック生成部１０８が生成した並走クロックの異常監視部２０７ａ
、２０７ｂを設ける。この監視部は、検出した異常を装置制御ブロック３００と該当する
系の装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂの系選択制御部１０１へ通知す
る。
【００５８】
運用系の装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂの場合、通知を受けた系選
択制御部１０１は、他系が接続されていると共に異常が検出されていないかを確認し、予
備系へ切り替える。予備系の系選択制御部１０１は、他系より異常信号が入力されるため
、予備系から運用系へ切り替えを行なう。以上のように、ハードウェアが直接系切り替え
を行なうため、高速切り替えが可能となる。
【００５９】
この実施の形態例によれば、機能ブロック基準タイミング生成ブロック２００に０／１系
別に装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂが出力する信号の監視部を設け
、直接装置基準タイミング生成ブロック１００ａ、１００ｂの系選択制御部１０１にアラ
ームを通知することで、異常発生時の切り替え制御の高速化を図ることができる。
【００８４】
このように、本発明によれば、装置の保守が容易で、かつクロック異常時に自動切り替え
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を可能とすると共に、あらゆる周波数に対して対応することができる二重化クロックの同
期制御システムを提供することができる。
【００８５】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したように、本発明によれば、
（１）二重化された装置基準タイミング生成ブロックと、これら装置基準タイミング生成
ブロックの運用系から基準クロックを受ける機能ブロック基準タイミング生成ブロックと
を具備するシステムにおいて、前記各装置基準タイミング生成ブロックのそれぞれが運用
系となった時に、他方の予備系に対して位相修正を行なう際に、位相修正周期と位相保持
周期を交互に発生する位相修正手段を具備し、該位相修正手段が予備系の基準タイミング
を期待する位相へ近づけるように動作することにより、
位相修正手段が位相修正周期と位相保持周期を交互に繰り返して、該位相修正手段が予備
系の基準タイミングを期待する位相へ近づけるように動作することができる。
【００８６】
（２）この場合において、二重化された装置基準タイミング生成ブロックの同期制御にお
いて、同期が外れた場合、運用系が予備系に対して位相修正を行なう際に、前記位相修正
手段は、徐々に予備系の基準タイミングを期待する位相へ近づけていくことにより、
位相差の監視方法をプラスかマイナスかの判断のみとし、±１クロックずつ同期確立まで
１周期以上毎に調整を行なうことで、同期状態へ収束させると共に、制御の単純化が図れ
るため、回路規模の削減が可能となる。
【００８７】
（３）また、二重化された装置基準タイミング生成ブロックの運用系／予備系の切り替え
において、基準タイミング信号の分配先に分配信号の監視手段を設け、この監視手段にて
異常検出部はアラームを系選択制御部に通知し、運用系を自動的に切り替えることにより
、
機能ブロック基準タイミング生成ブロックに０／１系別に装置基準タイミング生成ブロッ
クが出力する信号の監視部を設け、直接装置基準タイミング生成ブロックの系選択制御部
にアラームを通知することで、異常発生時の切り替え制御の高速化を図ることができる。
【００９３】
このように、本発明によれば、装置の保守が容易で、かつクロック異常時に自動切り替え
を可能とすると共に、あらゆる周波数に対して対応することができる二重化クロックの同
期制御システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の原理ブロック図である。
【図２】　本発明の一実施の形態例を示すブロック図である。
【図３】　本発明の一実施の形態例の第１の動作を示すタイムチャートである。
【図４】　本発明の第１の動作における位相調整動作を示すフローチャートである。
【図５】　本発明の一実施の形態例の第２の動作を示すタイムチャートである。
【図６】　本発明の第２の動作における位相調整動作を示すタイムチャートである。
【図７】　 例を示すブロック図である。
【図８】　 を示す である。
【図９】　 を示す である
。
【図１０】　従来 を示す
である。
【符号の説明】
　１００ａ　装置基準タイミング生成ブロック
　１００ｂ　装置基準タイミング生成ブロック
　２００　　機能ブロック基準タイミング生成ブロック
　４００　　位相修正手段
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従来システムの構成
装置基準タイミング生成ブロック間同期 タイムチャート
従来の装置基準タイミング生成ブロック間の動作 タイムチャート

の装置基準タイミング生成ブロック間の他の動作 タイムチャート



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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